
編 集 後 記

紀要委員会が新委員長となり最終年度の始まりです。これまで，大学の種々な意味での原著論文としての
立場を築いてきましたが，新委員長のもと新しい紀要のあり方を検討してきました。委員会としてはまだま
だ紀要の原著論文は必要と考え，投稿規定などの内規の整備に努めております。先の委員会でも内規の変更
の諮問もあり，今後教授会での審議の結果，内規等が整備されるものと思われます。しかし，大学院で独自
の学術誌の発行を考え検討していることも事実です。大学で，学術雑誌を公費で 2誌持つことは考え直さな
ければならないことかもしれません。そこで，現委員長の発想で提案されている大学紀要のあり方について
再度考慮する必要が出てくるかもしれません。現在，原著論文は 2名の査読（内規上は閲読となっています）
を得て掲載されています。今後の紀要のあり方を考えたときに，現委員長の意向も大変重要なものであると
考えられます。大学紀要とは学術的な論文を掲載するだけではなく，自由闊達な意見を掲載し，世に提言す
る使命も持っているのではないかと考えています。ある意味，次の時代のオピニオンとなるような非常に新
しい視点からの論文を発表する場面としての立場も当てはまるのではないかと考えています。このような知
見も今後多く掲載されるべく編集を考えておりますので，多くの方の新しい見地よりの論文の投稿を望むと
ころです。
今回は 5編の原著論文の掲載がなされ，非常に有意義な論文が掲載されているものと確信しています。た
だ，実技関連の論文がないことが残念であります。今後，実技論文が多く掲載される日本体育大学紀要とな
ることを期待し，次号の発刊編集に繋げたいと思っています。実技関連の多くの投稿をお願いいたします。
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